
● 商標に関する法律相談を、企業の事業段階（商品名の
　 検討段階、商品化段階、市場導入段階、事業発展段階）ご
　 とにQ&Aで解説。企業の立場に立った回答ができる。

● 企業からの相談内容をQ、弁護士の回答をAとし、回答
　 のための法的知識・商標手続、判例等がわかる。

● 商標に関する実務経験の少ない弁護士にも理解しや
　 すい内容。弁理士、企業の法務部・知財部の方にも。

http: //www.dai ichihok i .co . jp Fax. 

Ｑ＆Ａ 商標法律相談の基本

この1冊で基本をおさえる！
商標をこれから取り扱う弁護士のために
この1冊で基本をおさえる！
商標をこれから取り扱う弁護士のために

【編著】 中村合同特許法律事務所
A5判・256頁　定価：本体2,700円＋税
【編著】 中村合同特許法律事務所
A5判・256頁　定価：本体2,700円＋税

―商品名検討からプロモーションまで―



１　商標の意義（Q1）
２　商標登録の必要性（Q2）
３　商標登録する場合（Q3）
４　商標登録がない場合のブランド保護（Q4）
５　商標の維持・管理（Q5）

１　商品名の検討段階における法的アドバイスと手続
1. 商標の先行調査（Q6）
2. 図形の調査（Q7）
3. 類似商品・役務審査基準における「類似群」（Q8）
4. 他の権利との抵触（Q9）

２　商品化段階における法的アドバイスと手続
　（１）　商標登録出願手続

1. 商標登録出願の検討（Q10）
2. 出願商標の選択① 使用態様に応じた出願商標の検討（Q11）
3. 出願商標の選択② 出願できる商標の態様（Q12）
4. 出願商標の選択③ 文字商標の出願態様（Q13）
5. 指定商品・役務の選択（Q14）
6. 出願国の選択（Q15）
7. 外国への出願手続① 米国出願（Q16）
8. 外国への出願手続② 中国出願（Q17）

　（２）　商標の実体審査
1. 拒絶理由通知に対する対応① 一般（Q18）
2. 拒絶理由通知に対する対応② 剽窃的な出願に対する対応（Q19）
3. 拒絶理由通知に対する対応③ 不使用の先行商標に対する対応（Q20）
4. 拒絶理由通知に対する対応④ 先行商標権者との交渉（Q21）
5. 拒絶理由通知に対する対応⑤ 共存合意の有効性（Q22）

（３）　審判・審決取消訴訟
1. 不使用取消審判① 一般（Q23）
2. 不使用取消審判② 二段書商標に対する不使用取消請求（Q24）
3. 無効審判（Q25）
4. 審決取消訴訟① 一般（Q26）
5. 審決取消訴訟② 審決取消訴訟の審理範囲（Q27）
6. 審決取消訴訟③ 審決取消訴訟の手続（Q28）
7. 審決取消訴訟④ 判決後の手続 （Q29）

３　市場導入段階における法的アドバイスと手続
　（１）　商標権侵害の成否

1. 商標の類否（Q30）
2. 商標的使用① 記述的使用（Q31）
3. 商標的使用② 題号における使用（Q32）
4. 商標的使用③ URLにおける使用（Q33）
5. 商標的使用④ デザイン的な使用（Q34）
6. 並行輸入（Q35）

　（２）　侵害品への対処法
1. 警告状の送付① 一般（Q36）
2. 警告状の送付② インターネットショッピングモール等
 に対する警告（Q37）

3. 税関における手続（Q38）
4. 中国における商標権侵害（Q39）

　（３）　商標権侵害訴訟
1. 商標権侵害訴訟と通常の訴訟の違い（Q40）
2. 損害額の計算方法（Q41）
3. 使用権者の請求権（Q42）

　（４）　不正競争防止法上の保護の可能性の検討
1. 不正競争防止法による保護の要件① 一般（Q43）
2. 不正競争防止法による保護の要件② 形態模倣（Q44）
3. 商標権侵害と不正競争防止法上の保護の違い（Q45）

４　事業発展段階における法的アドバイスと手続
1. デザイン変更の際の注意点（Q46）
2. 普通名称化の防止（Q47）
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第一法規　商標法律相談

『東弁協叢書　租税訴訟ハンドブック』『東弁協叢書　法人破産申立入門』も好評発売中！


